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税
金
・
保
険
・
年
金

消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
準
備

は
出
来
て
い
ま
す
か
？

問
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
経

済
産
業
部
消
費
税
転
嫁
対
策
室

☎  

（
８
６
６
）
０
０
３
５

　

今
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
が

10
％（
飲
食
料
品
・
新
聞
に
つ
い
て

は
８
％
）へ
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

引
き
上
げ
に
伴
い
、
ス
ー
パ
ー
等

で
は
、
レ
シ
ー
ト
・
領
収
書
・
請
求

書
に
税
率
ご
と
に
合
計
金
額
を
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
等
へ
の
買
換

え
・
改
修
に
お
け
る
補
助
を
実
施
し

て
お
り
、
補
助
金
を
利
用
す
る
場

合
は
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
お
使
い
の
レ
ジ
が

複
数
税
率
に
対
応
し
て
い
る
か
、

早
め
の
ご
確
認
と
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

第
三
者
行
為
（
交
通
事
故
な

ど
）
に
よ
る
ケ
ガ
で
国
保
を

使
用
す
る
と
き
は
届
出
が
必

要
で
す

問
国
民
健
康
保
険
課　

給
付
係

☎  

内
線
３
７
２
６

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者（
他
人
）

か
ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
で
も
国

保
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

本
来
、
第
三
者
行
為
に
よ
る
医

療
費
は
、
加
害
者
が
全
額
負
担
す

る
こ
と
が
原
則
で
す
。
国
保
が
立

替
え
、
あ
と
で
国
保
が
加
害
者
に

請
求
し
ま
す
の
で
、
必
ず
国
保
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
加
害
者
と
の
示
談
を

済
ま
せ
た
と
き
、
勤
務
中
や
通
勤

途
中
で
の
事
故
、
不
法
行
為（
飲
酒

運
転
や
無
免
許
）に
よ
る
事
故
は
、

国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

が
は
じ
ま
り
ま
す

問
市
民
課　

国
民
年
金
係

☎  

内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

支
給
額

基
準
額　

月
額
５
千
円

※
受
給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
、

保
険
料
納
付
済
期
間
・
免
除
期
間
、

等
級
に
よ
り
増
減
し
ま
す
。

支
給
要
件

①
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
で
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

税

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額

の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
者
で
前
年
所
得
が
約
４
６

２
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

請
求
書
の
提
出
方
法

①
平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合

　

９
月
頃
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
日
本
年
金
機
構
へ

送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
※
支
給

要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
、
請
求

書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
に
つ
い

て
新
た
に
認
定
請
求
を
行
う
場
合

　

市
役
所
で
認
定
請
求
と
同
時
に

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
①
・
②
い
ず
れ
の
場
合
も
審
査
結

果
の
通
知
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

知
っ
て
い
ま
す
か
？
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
（
い
や

や
！
）

問
市
民
生
活
課

☎  

（
８
７
６
）
１
２
４
８

　
「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け
が
を
し

て
し
ま
っ
た
」な
ど
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
と
き
は
一
人

で
悩
ま
ず
に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
３
桁
の
電
話
番
号
で
つ
な
が
る

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
消

費
者
生
活
相
談
窓
口
を
ご
案
内
し
、

専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
支
援
し
ま
す
。

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
の
開
設

問
那
覇
地
方
法
務
局
総
務
課

☎  

（
８
５
４
）
７
９
５
１

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
不
動
産
、
登
記
、
相
続
、
土
地

境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
商
業
登
記
、
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度

②
戸
籍（
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組

な
ど
）、
帰
化
、
成
年
後
見

③
供
託（
地
代
・
家
賃
の
弁
済
供
託

な
ど
）

④
人
権
問
題（
い
じ
め
・
体
罰
・
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
・
D
V
な
ど
）

日
時

10
月
６
日（
日
）午
後
１
時

～
午
後
４
時
30
分

場
所　

那
覇
第
一
地
方
合
同
庁
舎

費
用　

相
談
無
料

申
し
込
み　

事
前
予
約
制

各
種
相
談
窓
口
の
ご
案
内

問
市
民
相
談
室
・
消
費
生
活
相

談
室

☎  
（
８
５
１
）
５
０
５
９

　

各
種
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
し

ま
す
。

場
所　

市
民
相
談
室
（
市
役
所
１

階
）

【
各
種
相
談
】

●
市
民
相
談

　

市
民
生
活
に
関
わ
る
市
民
の
一

般
相
談
お
よ
び
市
行
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
。

日
時　

月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
※
祝
日
除
く
）

●
法
律
相
談（
要
予
約
）

　

市
民
相
談
に
関
わ
る
諸
々
の
法

律
相
談
。

日
時　

弁
護
士
相
談
は
毎
週
火
曜

日
、
司
法
書
士
相
談
は
毎
週
水
曜

日
、
と
も
に
午
後
２
時
～
午
後
４

時
30
分

●
行
政
相
談

　

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関
す
る

相
談
。

日
時　

毎
週
木
曜
日（
第
５
週
木
曜

日
を
除
く
）午
後
２
時
～
午
後
４
時

●
消
費
生
活
相
談

日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時

※
各
種
相
談
窓
口
は
正
午
～
午
後

１
時
、
土
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

近
年
、
地
球
規
模
の
保
全
や
資

源
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
発
生
量
自
体

を
抑
制
し
、
ま
た
再
利
用
を
進
め

て
い
く
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
が
極
め

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
は
じ
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
方
法

●
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
食
器

の
利
用
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
不
要
な

レ
ジ
袋
の
利
用
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
リ
ユ
ー
ス
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
な
い
マ
イ
ボ
ト
ル
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

台
風
時
の
ご
み
収
集

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

台
風
が
発
生
し
て
い
る
時
は
、

台
風
に
関
す
る
情
報
を
こ
ま
め
に

入
手
し
て
台
風
の
進
路
に
合
わ
せ

た
対
策
を
早
め
に
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
台
風
が
近
づ
き
、
荒

れ
た
天
気
に
な
っ
た
時
に
ご
み
を

出
す
の
は
危
険
で
す
。
で
き
る
限

り
、
次
回
の
ご
み
収
集
日
に
出
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
暴
風
雨
時
に
お
け
る
ご

み
の
収
集
業
務
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

①
午
前
８
時
に
お
い
て
、
バ
ス
が

運
行
停
止
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
日
の
ご
み
収
集
は
中
止
し
ま
す
。

②
①
の
場
合
に
バ
ス
が
正
午
ま
で

に
運
行
を
開
始
し
た
場
合
、
運
行

を
開
始
し
た
時
刻
か
ら
ご
み
の
収

集
を
開
始
し
ま
す
。

③
ご
み
収
集
開
始
時
刻
以
降
に
バ

ス
が
運
行
を
停
止
し
た
場
合
は
、

運
行
を
停
止
し
た
時
刻
を
も
っ
て
、

ご
み
収
集
を
中
止
し
ま
す
。

※
ご
み
収
集
が
中
止
と
な
っ
た
場

合
は
、
次
回
の
収
集
日
に
ご
み
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
の
介
護
予
防
教
室
参
加

者
募
集

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
３
１
〜
３
５
３
４

10
月
か
ら
の
２
か
月
間
、
週
２

回
の
筋
ト
レ
・
水
中
運
動
の
介
護
予

防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
介
護
予
防
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
開
催
日
時
な
ど
は
場
所
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所

【
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ（
筋
ト
レ
）】

○
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
沖
縄

○
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

○
カ
ー
ブ
ス
浦
添
宮
城
、
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
伊
祖
、
浦
添
バ
ー
ク
レ
ー

（
カ
ー
ブ
ス
は
女
性
専
用
）

【
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ（
水
中
運
動
）】

○
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

○
Ａ
Ｎ
Ａ
ま
じ
ゅ
ん
ら
ん
ど
浦
添

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

※
初
め
て
の
人
、
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

費
用

１
か
月
に
つ
き
１
６
０
０
円

募
集
人
数　

各
事
業
所
３
～
５
人

申
込
方
法　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
へ
電
話
で
仮
予
約
後
、
窓
口
で

申
込
書
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
教
室
参
加
の
前
に
９
月
20
日

（
金
）午
後
２
時
か
ら
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

高
齢
者
の
た
め
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課　

高

齢
福
祉
係

☎  

内
線
３
５
６
７

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
の

た
め
に
必
要
な
支
援
を
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

夕
食
の
お
弁
当
を
高
齢
者
の
自

宅
へ
配
達
す
る
こ
と
で
、
安
否
確

認（
見
守
り
）を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

安
否
確
認
を
必
要
と
す

る
65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
高
齢
や
疾
病
等
の
理

由
で
食
事
の
調
理
や
手
配
が
困
難

な
人
。

費
用　

１
食
3
0
0
～
5
0
0
円

（
課
税
状
況
・
食
事
内
容
に
よ
り
金

額
が
異
な
り
ま
す
）

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

急
病
や
事
故
な
ど
緊
急
の
際
、

簡
単
な
操
作
で
外
部
に
通
報
で
き

る
機
器
を
設
置
し
、
日
常
生
活
の

安
全
を
確
保
し
ま
す
。

対
象
者

65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
疾
病
等
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
注
意
を
要
す
る
人
。

●
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

リ
フ
ト
付
車
両
に
よ
り
自
宅
か

ら
医
療
機
関
ま
で
の
送
迎
を
行
い

ま
す
。

対
象
者

60
歳
以
上
の
在
宅
の
人

で
、
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

を
必
要
と
し
、
一
般
の
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
。

●
在
宅
介
護
手
当
支
給
事
業

　

６
か
月
以
上
継
続
し
て
寝
た
き

り
や
認
知
症
の
状
態
に
あ
る
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
介
護

者
に
対
し
、
月
額
５
千
円
の
介
護

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
生
活
す
る
65
歳

以
上
の
要
介
護
高
齢
者（
要
介
護
３

～
５
）を
介
護
す
る
人
で
、
世
帯
に

お
け
る
前
年
の
最
多
所
得
が
１
千

万
円
未
満
の
人（
本
人
お
よ
び
介
護

者
）

※
訪
問
調
査
が
必
要
な
事
業
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
担
当
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
４

　

在
宅
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
児
童
が

よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
電

気
式
た
ん
吸
引
器
や
吸
入
器
等
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

事
前
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ま

ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
購
入
費

用
の
一
部
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
制

度
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
南
部
保
健

所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
８
８
９
）
６
９
４
５

▶場所 老人福祉センター

※詳しくは老人福祉センターへ問い合わせください。

【問い合わせ】 老人福祉センター ☎（８７９）５５０１

令和元年度敬老フェスタ
　高齢者の健康づくりと交流を目的に骨密度
測定会や筋トレ講習会等を開催します。

開催日 時　間 イベント内容
午後１時～午後４時9月17日（火） のど自慢大会

午前９時３０分～午後４時
【受付時間】
午前８時５０分～午前１０時５０分、
午後１時～３時

9月18日（水）

9月17日（火）
・18日（水）

・骨密度測定会
・体組成計
・健康指導

午前１０時～午後４時 栄養指導

午後１時～午後１時３０分
（健康相談は随時）

健康講話＆
健康相談

午前９時～午前９時３０分
（実技は午前１０時～午後３時）

筋トレ講習会
講話

午前９時～午後５時 訓練室無料開放

▲年金生活者支
援給付金制度
特設サイト
（厚生労働省）




